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１. 研究課題 

歴史的な資料分析により、日中庭園の源流と発展には密接な関係があることが示されている。本研究

では、既往研究の限界を突破して、日中庭園を相互に関連する連続的な進化体として捉える。また、庭

園と山水画の関係は密接であり、両者は山水の模倣と抽象であることから、本研究では中日庭園がとも

に絵画理論の影響を受けていることが示されている。そのため、本研究では絵画理論を参考に庭園の研

究を展開している。庭園は「東洋における空間の建築学」であり、本研究の中心概念である「空間構成」

は、建築学の空間理論の新しい視点を用いて庭園の研究を展開する試みである。 

 

２. 主な研究成果 

2022 年度における主な業務は、全体的な研究フレームワークの順調な推進と、既に収集した日中庭園の

現地測定データのさらなる補足、そして文献の収集、整理、分析であった。 

まず、新型コロナウイルスの影響で前期に実施できなかった中国の江南地域の庭園に対する調査を順調

に完了した。2023年の 3月と 4月にかけて、4週間をかけて蘇州の庭園について適度に拡大調査を行い、

庭園都市の調査範囲を杭州、湖州などの江南地域、つまり重要な庭園が繁栄していた地域にまで拡大し

た。その理由は、私が研究の過程で、南宋時代の禅思想が日本の庭園に大きな影響を与えたことを発見

したからである。そして、杭州や湖州などの地域は南宋禅思想の伝播の重要な地域であった。 

次に、文献の収集と整理も非常に良い進展を遂げ、文献中の造園法と実際の造園現場を充分に比較し、

重要な分析と結論を得た。また、日中の伝統的な山水画における空間の観点からの論述も予想通りの進

展と成果を達成した。 

最後には、本研究の最も重要な部分、全体的な研究フレームワークの推進である。主に以下の三つの方

面がある： 

1）三遠理論を手がかりにして、京都の庭園における空間要素の組み合わせ関係を整理した。三遠は庭園

と絵画の最も基本的な要素空間関係の組み合わせの方法で、空間構成において鍵となる役割を果たす。

これにより、三遠理論を用いて異なる歴史期における京都庭園の空間構造特徴を分析する段階的な結論

が形成された。 



 

 

図１.京都の庭園リスト：張文達より 

2）景を単位に、庭園図集中の庭景の形式と接続の構造的分析を通じて、物語性の構造の意味で異なる歴

史時期の「庭景」の分類をまとめることを目指している。そして、借景、対景などの組景手法を整理し、

景物の要素構成や構造特徴を探求した。さらに、類型学的な手法を組み合わせて、庭園と伝統的な山水

画の空間構造を比較し、類型化、系統化の比較と総括を行った。 

 

図２.拙政園の絵画の分析：張文達より 



 

 

図３.無鄰菴における借景の分析 

3）類型化、系統化された庭園要素の形態、組合せ手法、そして構造的な接続を修辞手法と見なす。修辞

手法と空間概念の比較分析を通じて、最終的には伝統的な山水画と庭園の中の異なるレベルの空間修辞

タイプを解読することができた。 

日本の現地データ収集作業はすでに計画以上に完成した。日本の庭園の保存数が多く、データ量が充分

であり、また、京都地区の造園は周辺の奈良や滋賀などと密接な関連があるため、調査の過程で地域範

囲を適切に拡大し、研究結論の全体性と精度の基盤を築いた。また、続く深度研究の良好なスタートを

切った。 

同時に、中国部分の現地データ収集作業もすでに超過して完成した。そして、研究の地域範囲を杭州、

湖州などに拡大した。 

   

図４.湖州宜園と蘇州耦園 

最後に、全体的な研究フレームワークは非常にスムーズに進み、すでに構築が完了した。そして、初期

の分析結論がすでに形成され、積極的に論文の投稿と発表を試みている。 
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５. 研究活動の課題と展望 

 全体的な研究フレームワークが順調に進展したことにより、次の研究作業に向けた良好な基盤が整っ

た。今後の研究作業は主に以下のいくつかの点に集中する： 

まず、調査資料をさらに整理、比較、分析する。これには、日中の庭園事例の比較と深度分析、修辞手

法のまとめ、空間観念の深度探討が含まれる。特に、禅宗思想の伝播や山水画理論の伝播などの理論的

な洞察を重点的に分析する。 

また、日中の庭園の違いと関連性をまとめ、史料を元に両者間の存続と脈絡を解釈する。同時に造園文

献の伝播を重点的に調査し、伝播の経路と系譜について深く研究する。これにより、日中庭園間の関連

性を明らかにする。 


